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■■■  例会プログラム ■■■   

例 会 日 卓 話 者 演 題 

9 月24 日 
第2690 地区 

ガバナー 松本 祐二 様 

ガバナー公式訪問 

大社・平田合同例会 

10 月 2 日 
出雲南RC 

原田 明成 様 
 

10 月 9 日 島根日日新聞社様  

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前回補正出席率

44   26 １8 (5)  66,66 %  87.80 % 

■■■ 欠席者 ■■■  

山口／土江／園山／石原俊／石原輝／飯塚俊／加藤昇／持田祐

堀江／大谷／三好／杉原／原泰 

 (山根／牧野／木村／田中久／伊藤)  

■■■ 来訪者 ■■■   

渡部（出雲）  浅津・本常・吾郷・槇野・井上（出雲南）  

堀江・松本（松江しんじ湖） 

■■■ メークアップ ■■■    

 な し 
*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（10 月 9 日） 三好洋平／杉原朋之／高砂明弘  

（10 月 16 日） 石原俊太郎／田中浩史／恒松克己  

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 
出雲中央  10/20  10/27 

         12/22  12/29(休) 
松江南   

火 出雲  10/21  10/28  12/9 松江しんじ湖   

水 大社   9/24 松江   

木  松江東 10/23  

金 出雲南 10/3  10/24  10/31(休)   

■■■ 会長挨拶 （大社） ■■■   

大社ロータリークラブ    山崎 茂樹 会長 

皆さんこんにちは。本日はここ北島

国造家の亀山会館で平田ロータリー

クラブの皆さんをお迎えして例会を開

催致します。今日は松本祐二ガバナ

ーの地区スローガンである「笑顔でＳ

URVICE」のお話をじっくりお聞きする

機会であります。平田の皆様とは２年

に１回行ったり来たりで公式訪問例会

を開催しており、一番親しい皆様方を

お迎えしてこの地で開催できますことをうれしく思います。 

ロータリーはいろいろな活動ができると、松本ガバナーも今日の会長幹

事懇談会でおっしゃいました。今日の機会を含めて、２つのクラブで一緒に

何かできる事業があるのではないかと思っています。平田の皆様ようこそお

出かけ下さいました。 

最後になりましたが、高砂ガバナー補佐・内田会長本当にありがとうご

ざいました。 

■■■ バナー交換 ■■■  

 

■■■ スマイル ■■■  

松本ガバナーよりスマイルをいただきました。  

松本ガバナーの公式訪問を喜んで全員スマイル   

■■■ スピーチ・例会行事 ■■■  

ガバナーメッセージ 

第2690地区 2014-15年度ガバナー  松本 祐二 様 

「入りて学び､出でて奉仕せよ」(Enter to 

leam，go fbrth to serve. ）という言葉は

1947-48年度のＲＩ会長ケンドリック・ガーンジ

ーの言葉です。様々なご縁があってあなたもロ

ータリアンになりました。しかし入会してみると

「ロータリークラブのメンバーにはなったが、それ

で満足すべきではなく、真のロータリアンにな

れ！」というような言葉と接したことがあるはず

です。入会したての時に色々と学んだはずの知識に磨きがかかった方もあ

れば、そのままで挨をかぶっている方もあるでしょう。ロータリーへの様々な

取り組み方がある中、クラブの役職は人から人へと引き継がれやがてあな

たもクラブのリーダーに、そして会長へと就任されていくでしょうし、既に経験

された方も少なくないはずです。 

会長エレクト研修セミナーでは次期クラブ会長が、地区研修・協議会で

は次期クラブのリーダーたちが「入りて学び、出でて奉仕せよ」と研修を受け

送り出されました。毎年のように国際ロータリーの会長が変わり、テーマは

変わり、ガバナーも変わりクラブの役員も変わっていく、その中で変わってい

くべきものと変わってはならないものがロータリーには存在しています。「学び、

実践する」ことは真のロータリアンになるためには極めて大切なことです。毎

年のように繰り返される勉強の中で「異なるテーマ」と「異なるリーダー」から

の学びの中にロータリーの奥義を知り実践することが、真のロータリアンにな

る、ロータリー活動の本質ではないかと考えます。 

2013-14年度のロンＤ、バートンＲＩ会長は｢ロータリーを実践し､みんなに

豊かな人生を」（Engage Rotary，Change Lives）というテーマで活動をされ

ました。この活動を引き継ぐことで、本年度のテーマにつながってくると米

国・サンデイエゴでの国際協議会を通じて感じてきました。 

2014-15年度のＲＩ会長ゲイリーC.K.ホァン（黄其光）氏はテーマを「ロータ

リーに輝きを」（LIGHT UP ROTARY）とされました。「奉仕（Service）という

ロウソクを一人一人のロータリアンが灯していけば、世界中で１２０万人を

超えるロータリアンが光を灯すことになり、世界を光で輝かせ、ロータリーが

輝くのです。ロータリーをどう輝かせるかは、あなた次第です。自分が何を



得意としているかはあなた自身が良くご存じのはずです。地元の地域社会

が何を必要としているのか、どの様な支援ができるのかはあなた自身に答

えがあるはずです」と彼は述べています。 

このＲＩテーマを受けて私は今年度の地区スローガンを｢笑顔で

SERVICE｣としました。あなたの灯すロウソクの光があなたの微笑みと共に

地域社会や国際社会へのSERVICEとなって欲しいからです。あえてサービ

スと書かずに英語のままのSERVICEとしたことには理由があります。

SERVICEという言葉は日本語では「奉仕」というより「忠恕」（ちゆうじょ）と

いう言葉の方が適切という解釈もあるようで、自分の良心に忠実であること

と、他人に対して思いやりの深いこと。忠実で同情心に富む行動です。ロ

ータリーの目的は思索ではなくSERVICEの実践です。このため「入りて学び、

出でて奉仕せよ」の言葉が最初に出てきたわけです。 

今年度は会員増強を最重点課題とした上で、出席率の向上など多岐

にわたる目標を掲げました。大きな「国際ロータリーの活動の方向」と「地

域社会の問題点｣、「クラブのあり方」そして「あなたとロータリー」についても、

学び（考え)、行動することで「ロータリーに輝きを」与えてください。そしてそ

の行動の全てにおいて「笑顔でSERVICE」しましょう。そして、2015-16年

度会長Ｋ､Ｒ “ラビ” ラピンドランにつながる基礎を作りましょう。 

 

2014-15年度の国際ロータリー第２６９０地区の目標 

2014-15年度の地区の目標の最重点課題はやはり『会員増強』です。 

各クラブ３％の純増を達成していただき地区内会員数を３，３５３名以

上にという目標を掲げました。 

会員増強に次いで「１０の重点項目」を掲げました。 

１．出席率の向上（年間平均目標９０％です） 

２．ＲＩ会長賞の取得（クラブの活性化で達成しましょう） 

３．未来の夢計画推進（次年度の活動につながるアイデアを考えまし

ょう） 

４．End Polio Nowへの参加（｢あと少し」のポリオ撲滅を広報して参加

しましょう） 

各クラブに昨年同様1,500米ドルの寄付のお願い 

５．ロータリー財団への取り組み 

年次基金への寄付１５０米ドルノ人 

ボール・ハリスフェロー３００人 

ポール。ハリスソサエティへの入会推進３０人 

大口寄付の推進（10000米ドル）５～１０人 

ベネファクターの推進７０人 

６．ロータリーカートマの活用1,300件を達成（ロータリーカードで買い物

を！） 

７．ロータリーデーの開催と報告（すべてのクラブがクラブホームページヘ

の掲載） 

ソーシャルメディア(FaceboolKtwitterYbuTUbeなど)への投稿 

８．青少年活動（すべてのクラブがクラブホームページヘの掲載） 

ソーシャルメディア(FaceboolKtwitlBrYbuTubeなど)への投稿 

９．米山記念奨学会への取り組み 

普通寄付5,000円/人 

特別寄付１００００円/人 

米山功労者２００人以上 

１０．サンパウロ国際大会への出席 

国際ロータリーは今年度で１１０周年を迎える歴史のあるＳＥＲⅥＣＥをす

る個人の方々の団体です。１２０万人を超える会員と３万を超えるクラブ

からなっています。基本的には「一人ひとりの職業人が地域の中でクラブを

構成し、自分の職業を通じて地域社会や国際社会に対してのＳＥＲⅥＣ

Ｅをする団体」です。 

基本となる各クラブのメンバーが、高潔な職業倫理の元で活動すること

に関しては、現実の世界とのギャップも存在しています。寛容の精神で親

睦を尊び仲良く「笑顔でSERVICE」を心がけていただくことで「ロータリーに

輝きを」与えられると思います。 

沢山の目標がありますが、一つずつでも、少しずつでも目標に向かって

歩みを進めて参りましょう。 

         （配付資料より） 

■■■ 会長謝辞 （平田） ■■■  

松本ガバナーにおかれましては、公私ご多用の中、ガバナー公式訪問

例会にご臨席賜り、厚くお礼申し上げます。 

先ほどは、会長幹事懇談会にて、当該クラブの今年度活動についての具

体的なご教導いただき、ありがとうございました。 

今年度のRIの目標や、重点課題を再度本日お示しいただきました。分か

りやすく、また、松本ガバナーらしく、エネルギッシュな姿勢に共感を覚えま

した。 

多くのロータリーの課題の中の、会員増強のこと、また、ポリを撲滅の取り

組みについては、その現況と今後の活動のスタンスについて、詳しくお話を

いただきましたこと感謝申し上げます。 

松本ガバナーにおかれましては、今後も激務が続きますが、どうかお身

体を大切にされ、活躍されますことをお祈りしお礼の言葉といたします。 

 


